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報道関係各位 

ボーイング737-800型機追加導入を決定 

 JALグループのLCCであるスプリング・ジャパン株式会社（以下：スプリング・ジャパン）は、2027年度以降に4機の

ボーイング737-800型機を段階的に導入し、2030年に10機体制となることを目指します。 

スプリング・ジャパンは現在、ボーイング737-800型機を使用し、6機体制で運航しています。今回の導入は「日中の

架け橋」の実現に向けた取り組みの一環であり、新たな路線への参入など、事業規模の拡大に積極的にチャレンジして

まいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(※)日本航空株式会社の所有機材を改修して導入予定 

 

以上 

 

 

 

 既存機材 導入機材(※) 

導入時期 2018年導入完了 2027年度以降 

機数 6機 4機 

座席数 189席 183席 



春秋航空日本 计划新增4架波音737-800客机 

 

春秋航空日本株式会社（以下简称“春秋航空日本”）计划自2027年度起陆续引进4架波音737-800

型客机，力争到2030年将机队规模扩大至10架。 

春秋航空日本目前运营6架波音737-800型客机。此次机队扩充是公司实现“中日之桥”愿景的重要

举措之一。未来，公司将积极开拓新航线，进一步扩大业务规模。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※计划对日本航空株式会社现有的客机进行改装后引进。 

 

 现有机队 计划引进客机（※） 

引进时期 2018年引进完毕 自2027年度起 

飞机数量 6架  4架  

座位数 189座 183座 


